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率 93.9%;中央値 11.5歳:1.3−17.6歳;男 115名)。8名に肝生検を行い、CAPと LSMは組織学的所見と
高い相関を示した（ρ=0.792，ρ=0.920）。CAP値は、肥満群(n=54, mean±SD:283±60 dB/m)が、肝
障害群(n=40, 202±63, P<0.001)および対照群(n=107,179±41,P<0.001)よりも有意に高値を示した。





における NASH の効果的なスクリーニングを行うことが期待される。 
 





















mean±SD:283±60 dB/m）が、肝障害群（n=40, 202±63, P<0.001）および対照群
（n=107,179±41,P<0.001）よりも有意に高値を示した。LSM値は、肥満群（5.4±2.2 kPa）
が対照群（3.9±0.9, P<0.001）より有意に高値であったが、肝障害群（5.4±4.2）と肥満群
あるいは対照群との間に有意差はなかった。LSMは肥満群においてCAPと正の相関
（ρ=0.513）を示したが、対照群と肝障害群ではLSM・CAP間に相関はなかった。 
 本研究により肥満小児は脂肪肝の頻度が高く、肝硬度が高い傾向にあることが明かに
なった。フィブロスキャンは年齢にかかわらず小児で実施することが可能であり、痛み
や出血をともなわないため、肥満小児における NASH の効果的なスクリーニング法とし
て有用であることを示したことから、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値する
ものと判定した。 
 
